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概要： 本研究では，身体醜形懸念の傾向によって理想とする顔（理想像）の魅力度と自己と認識している顔（自

己像）の魅力度に乖離があるのかを検討した。実験 1 では，質問紙による身体醜形懸念調査と，理想とする顔と自

分に似ている顔を選ぶよう求める逆相関法（Reverse Correlation: RC 法）を行った。その結果を基に身体醜形懸

念が強い群と弱い群の理想像と自己像を作成した。実験 2 では，別の参加者に実験 1 で作成された理想像と自己

像の魅力度評価を求めた。結果，女性顔刺激においては，理想像でも自己像でも，身体醜形懸念が弱い群よりも強

い群の方が相対的に魅力的に評価された。以上より，女性では，身体醜形懸念が強い人の方が魅力的な理想像を内

在化していることが示唆されるが，加えて，身体醜形懸念が強い人の方が集団共通的な理想に一致する顔を理想

としているとも考えられ，自身の顔の認知を多数が好むような画一的なものに変化させていると示唆される。 
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1 はじめに 

身体醜形懸念の影響要因として理想像の存在

が指摘されているが[1]，その理想像がどのよう

な視覚的イメージとして経験されているのかは

明らかになっていない。そこで，本研究では参加

者が自分の顔をどのように認識しているかを表

す自己像と，理想とする顔を表す理想像の可視化

と身体醜形懸念調査を行い，身体醜形懸念の傾向

と，自己像と理想像の魅力度の関連を検討した。

自己像と理想像の可視化には，内在化されたイメ

ージ（Classification Image: CI）を可視化する方法

とし て妥 当 性が 確認 され ている Reverse 

Correlation (RC）法を使用した[2]。 

 

2 実験 1:自己像と理想像の CI 作成と身体醜

形懸念調査 

2.1 目的 

日本人大学生に内在する自己像と理想像を可

視化し，併せて各参加者の身体醜形懸念を測定す

ることを目的とした。 

2.2 方法 

参加者 90 名の男女（女性 47 名，18-24 歳，平

均年齢 20.7 歳）が実験に参加した。 

刺激と質問紙 RC 課題には男女 107 名の顔画像

を性別毎に平均化したベース顔にノイズを重ね

合わせた顔刺激を用いた。また，身体醜形懸念調

査には日本語版身体醜形懸念質問紙（J-BICI）[3]

を用いた。 

手続き 参加者は 2 つの RC 課題を行った後，J-

BICI に回答するよう求められた。1 つ目の RC 課

題では，左右に並んで呈示された 2 つの顔刺激の

うち自分に似ている顔を選ぶよう教示された。2

つ目の RC 課題では，左右に並んで呈示された 2

つの顔刺激のうち理想の顔を選ぶよう教示され

た。各 RC 課題は 300 試行であった。 

2.3 結果と考察 

 RC 課題において選択された顔刺激を平均化す

ることにより各参加者の自己像と理想像を作成

した。また，選択されなかった顔刺激を平均化す

ることにより反自己像と反理想像を作成した。身

体醜形懸念意識調査の結果，尺度全体での合計点

において，女性の方が強い身体醜形懸念を持つ傾

向にあることが示された（t(78) = -3.101, p < .05, r 

= .33）。 

 

3 実験 2:身体醜形懸念傾向と各像の他者評価

相関調査 

3.1 目的 

 実験 1 参加者の 4 種類の顔像（自己像・理想

像・反自己像・反理想像）の魅力度を他者評価に

よって調べ，実験 1 参加者の身体醜形懸念傾向と

の関連を調査することを目的とした。 

3.2 方法 

参加者 男女 74 名（女性 36 名，18-24 歳，平均
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年齢 20.2 歳）が実験に参加した。 

刺激 実験 1 参加者の 4 種類の顔像を基に刺激

が作成された。まず，実験 1 参加者の身体醜形懸

念調査の結果から上位 25％を身体醜形懸念が強

い群（強群），下位 25％を身体醜形懸念が弱い群

（弱群）とし，計 4 群（男性強群・男性弱群・女

性強群・女性弱群）とした。郡内で各顔像は種類

毎に平均化され計 16 個の像を刺激として用いた。 

手続き 参加者は，横並びに呈示された 4 個の刺

激から「最も魅力的な顔」と「最も魅力的でない

顔」を 1 つずつ選ぶよう求められ，計 56 試行で

あった。なお，参加者の負担を軽減する目的で，

男性参加者には女性顔刺激のみ，女性参加者には

男性顔刺激のみが呈示された。1 試行で呈示され

る 4 個の刺激は Best-worst scaling[4]に基づき全 8

刺激（男性参加者：女性強群の 4 刺激と女性弱群

の 4 刺激，女性参加者：男性強群の 4 刺激と男性

弱群の 4 刺激）が均等に呈示されるような順序と

組み合わせで呈示された。 

3.2 結果と考察 

刺激の魅力度は，「最も魅力的な顔」に選ばれ

た回数から「最も魅力的でない顔」に選ばれた回

数を引き，参加者間で平均することにより算出し

た。身体醜形懸念の傾向と各顔像との魅力度の関

連を検討するために，4 種類の顔像（自己像・理

想像・反自己像・反理想像）と刺激の身体醜形懸

念傾向（強群・弱群）との間での比較を行った。

女性顔刺激を男性が評価した結果，女性顔刺激で

は自己像と理想像の場合において有意な身体醜

形懸念傾向要因の主効果が見られた（図 1; 自己

像：F(1,55) = 22.37, p < .001; 理想像：F(1,55) = 9.16, 

p < .005）。女性顔刺激では，自己像においては強

群の方が，理想像においても強群の方が，魅力度

が相対的に高く評価された。男性顔刺激を女性が

評価した結果は紙幅の都合上割愛する。 

 

図 1. 女性顔刺激の魅力度の算出結果 

（エラーバーは標準誤差，***p < .05, ****p < .001） 

4 総合考察 

実験の結果，女性顔刺激では，身体醜形懸念

が強い人の理想像の方が，他者から判断される

魅力度が高い傾向が見られた。これは，身体醜

形懸念が強い人の方が魅力的な理想像を内在化

していることを示唆していると解釈できるが，

それに加えて，身体醜形懸念が強い人の方が集

団共通的な理想に一致する顔を理想としている

とも解釈できる。一方で，身体醜形懸念が強い

人の自己像の方が，身体醜形懸念が弱い人の自

己像よりも，他者から判断される魅力度が高い

傾向が見られた。これは，身体醜形懸念が強い

人は自身のボディイメージを世間の多数が好む

ような画一的なものに変化させている可能性が

考えられる。それゆえに身体醜形懸念が強い人

の自己像の方が，他者から判断される魅力度が

高くなったのではないかと推察される。今後，

容姿の理想イメージに関する知見が蓄積されれ

ば，メディアや広告での応用に繋がり，現代社

会における画一的な美の基準に抑圧されない社

会に向けた基礎知識を蓄積できると考えられ

る。 
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